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研究の概要（200～300字で記入、図・グラフ等は使用しないこと。） 

近 年 ,  Vis ion  Transformer(ViT)や そ の 派 生 の 手 法 が 画 像 認 識分 野 で は 主 流 と な って い

る .  し か し な が ら ,  ViT が 唯 一 の 有 力 な ア ー キ テ ク チ ャ か と い う と 議 論 が あ る .  特 に

RNN ベースの Sequencer が ViT を脅かす存在である .  しかしながら ,  Sequencer にはい

くつかの懸念がある .  特に速度に関する懸念である .  この問題は物体認識のような高解

像 度 の 画 像 を 扱 う 場 合 ほ ど 顕 著 で あ る .  こ の 問 題 を 解 消 す る た め に RNN ベ ー ス の

Rotational  Sequencer なる新しいアーキテクチャを考案した .  
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研究成果の概要（図・グラフ等は使用しないこと。） 

コンピュータビジョン分野においては、2010年代は畳み込みニューラルネットワーク(CNN)の時代だった。ところが、

ここ数年、自然言語処理で発展を遂げた Transformerアーキテクチャがコンピュータビジョン分野にも影響を及ぼし

ている。Vision Transformer(ViT)は、画像認識に Transformerを適用した例として広く知られている。ViTに続いて、

様々なタスクに Transformerアーキテクチャを応用した研究がされてきた。 

 

画像認識に ViT以外に考えられないと思われるが、実は必ずしもそうではない。ViTの鍵となる self-attention層を

使用しなくても、よい精度が達成できるアーキテクチャが反証として提案されているのだ。例えば MLP-Mixer は

self-attentionを使用せす、大部分が MLPを使用したアーキテクチャである。MLP-Mixerは ViTに匹敵する性能を達

成している。その他にも様々な MLPベースのアーキテクチャが提案されている。 

 

最近では、RNN ベースのアーキテクチャである Sequencer を研究代表者らが提案している。これは、Transformer の

self-attention 層の代わりに、LSTM などの再帰ニューラルネットワーク(RNN)を採用したアーキテクチャである。

Sequencerもまた、MLP-Mixer同様、ViTの絶対性に対するアンチテーゼである。Sequencerの核となるアイデアは、

self-attention 層でトークン間の処理する代わりに、ゲート付き RNN によって長距離相互作用を実現することであ

る。実際、Sequencerはうまくいき、これまでの CNN、ViT、MLPベースのアーキテクチャにも匹敵する結果を達成し

た。さらに、ViTや MLPベースのアーキテクチャと違って特別な工夫なく Sequencerは様々な画像解像度に対応して

おり、扱いやすさがある。また、ViTよりも推論に必要なメモリが少なくて済む利点がある。 

 

Sequencer はトークン間の相互作用を RNNで表現する。したがってトークンが多くなればなるほど、それらのトーク

ンを逐次処理することになるため、スループットに影響する。画像においてはトークンが多いというのは、解像度が

高いことに対応する。特に物体検出やセマンティックセグメンテーションのようなタスクは、画像分類に比べて高解

像度の画像を扱うことが多い。とくにこのようなタスクでは、スループットの問題は深刻になる。 

 

この課題を対処するために、Rotational RNN（RotRNN）と呼ばれる RNNの新しいモジュールと、トークン集約プーリ

ング（TAP）を提案する。RotRNN は回転によって一括で処理することによって、TAP はトークンの数を一時的に減ら

すことによって、従来よりも高速な処理が実現されることが期待される。また、これらの提案モジュールを活用した

新しいアーキテクチャを Rotational Sequencer (RoS)を提案する。 

 

RoSについて、画像分類での Sequencer 以上の精度を確認し、さらにモデルやデータのスケールに応じて精度が向上

することを確認した。また、セマンティックセグメンテーション、インスタンスセグメンテーション、物体検出、２

次元姿勢推定などの様々なダウンストリームタスクのバックボーンとして RoSを採用した際に、RoSがパフォーマン

スを発揮することを確認している。スループットの比較を精細に実施している途中である。 

 

本期間の研究において、実は RoSが物体検出に向いたアーキテクチャであることがわかってきた。従来の Sequencer

は一般的な物体検出モデルのバックボーンで精度を満たさないことを過去の研究で報告していた。これは RNNのせい

ではないかと推測していたが、実はそうではないということがこの事実によって明らかにされた。この結果は情報処

理学会第 86 回全国大会で報告している。現在、これらの結果をもとに論文を執筆中であり、国際雑誌への投稿も予

定している 。 
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